
第２学年  図画工作 年間指導計画 （シラバス） 
教科目標 
（１）表したいこと、つくりたいものを自分の表現方法でつくりだす喜びを味わうようにする。 

（２）材料をもとにした造形活動を楽しみ、豊かな発想をするなどして、体全体の感覚や技能などを働か

せるようにしする。 

（３）かいたり、つくったりしたものなどを見ることに関心をもち、その楽しさを味わうようにする。 

 
学習計画 
 月     学習すること           学習のねらい 時間 
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１．ぼくのかお・わたしのかお 
 
２．春のかだん 

 

３．どんどんできるよ 
 
４．いっぱいゆめいっぱい 
 

５．これいいかんじ 

    ザラザラフワフワ 

６．まほうのじゅうたん 

 

７．えのぐあそび 

 

８．かたおしかたぬき 

 

９．きょうかしょびじゅつかん 

10．ざいりょうのへんしん 

 

11．ひかりのおくりもの 

 

12．見て見て、おはなし 

 

13．わっ！すごいな 

 

14．おしゃれなどうぶつ 

 

15．ピョコピョコストローマジック 

 

16．うつしてうつして 

 

17．きってワクワクめくルンルン 

・自分の顔をよく見て，特徴をつかんで描くことがで

きる。 
・色とりどりに咲いている花壇の花をよく 
観察し、写生することができる。 

・切った紙をつないで道をつくり、思いをふくらま

せて町をつくることができる。 
・「こんなことがあったらいいな」という自分の夢

を楽しんで描くことができる。 

・材料に十分触れ、そのよさを味わっている。 

 

・絵の具の使い方に気をつけて、線の太さや色を工

夫して表現できる。 

・水彩絵の具の扱いに気をつけて、線の太さや色を工

夫して表現できる。 

・どんなかたで何を表現するかを考え、集めた用具

の特徴を生かして楽しむ。 

・身の回りのものに関心を持ち、集めようとする。 

・自分の思いをもとに、いろいろな材料の特徴を生か

してつくることができる。 

・楽しい形や色の世界を感じることができるよう工

夫している。 

・表したい場面からさらに空想を広げ、工夫して絵に

表そうとしている。 
・おどろいたこと、びっくりしたことを 

 工夫しながら表現できる。 

・動物が何をしている様子か思い浮かべ、材料の特

徴を生かして工夫している。 

・楽しく遊べるものを工夫しながら作り遊びながら

自分や友達の作品のよさがわかる。 
・破いたり切ったりした紙を版にして、工夫 

して紙版画に表すことができる。 

・カッターナイフの使い方に慣れ、窓の開け方や中の
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18．おはなしロボット 

 

19．作品入れ 

様子を工夫しながらつくる。 

・身の回りのいろいろなものを集め、工夫しながら

ロボットを作ろうとする。 

・1年間の自分の学習を振り返り、作品を大切にす

る気持ちを持つ。 
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合計授業時数 ７０時間 

 


